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と簡単である｡blockを β,blockHamiltonianを ∬β と書く｡いま最初のblockは1サ
イトとしているので,たとえばHeisenberg模型では HB =0となり,Hubbard模型では











































































































































































































































計算を効率的に行うために,WIlite.はblock4の状態数 m′をblocklの状態数 m に
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に従って外挿した｡左図は△=1として 入一 +0としたときのエネルギー ･ギャップで,
異なるm の値でエネルギー ･ギャップを外挿したときの値のずれを誤差の目安としてい











図 3.14:左図は △=1として 人を小さくしていったときのエネルギー ･ギャップの振舞
い｡右図は 入=1としで △ を動かしたときのエネルギー ･ギャップ｡
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本論文では,2本の異方fI･.△ を持つ S=1/2XXZ鎖を銀閣相互作用 一入でつないだ
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